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令 和 ６ 年 ６ 月 ２ ８ 日 

                             九 州 地 方 整 備 局 
 

防災・減災対策の推進に緊急予算を措置！ 

～令和６年度 防災・減災対策等強化事業推進費（第１回）について～ 
 

今般、令和６年度 防災・減災対策等強化事業推進費（第１回）を九州地方整備局管内の河川

事業（遠賀
お ん が

川水系穂
ほ

波
なみ

川）、海岸事業（宮崎海岸大炊
お お い

田
だ

地区）及び道路事業（東九州自動車道）

へ緊急的に予算措置します。 

 

※「防災・減災対策等強化事業推進費」は、大雨による浸水被害等が発生した地域において再度の被災を

防止するために緊急的に実施する対策や、大雨等による災害を未然に防ぐ事前防災対策を強化するために

使われる予算です。用地の確保など事業の実施環境が新たに整った場合などに、年度途中に機動的に予

算を配分します。 
 

配分額 
 

事前防災・減災対策（２件） ［事業費］４３５百万円 
 

１．遠賀
お ん が

川水系穂
ほ

波
なみ

川（河川事業） 

事業内容：河道掘削  V = 38 千 m3 

事 業 費：300 百万円 
 

２．宮崎海岸大炊
お お い

田
だ

地区（海岸事業） 

事業内容：埋設護岸工  L = 8.6m、測量設計費 1 式 

事 業 費：135 百万円 
 

災害対策（１件） ［事業費］２００百万円 

 ３．東九州自動車道（道路事業） 

事業内容：法面対策工  A=420ｍ２、排水構造物工 L=50m、増しフーチング N=1 基 

       深礎杭 N=1 本、仮設工 1 式 

事 業 費：200 百万円 

 

≪問い合わせ先≫ 
国土交通省九州地方整備局 

１及び２について  河川部 河川計画課長     酒匂
さ こ う

 一樹
か ず き

（内線：3611） 電話：092(476)3523

３について      道路部  道路計画第一課長  上田
う え だ

 晴
はる

気
き

（内線：4211） 電話：092(476)3529  

 



令和６年度 防災・減災対策等強化事業推進費 配分（第１回）箇所図 【１／２】

第１回 防災・減災対策等強化事業推進費 ： ４３５百万円

： 配分箇所

凡例

遠賀川水系穂波川（河川事業）

・事業費 ： ３００百万円

・実施箇所： 福岡県飯塚市秋松地先

おんが ほなみ

宮崎海岸大炊田地区（海岸事業）

・事業費 ： １３５百万円

・実施箇所： 宮崎県宮崎市佐土原町下田島地先

いいづか あきまつ

お お い だ

さ ど わ ら し も た じ ま



※令和6年4月1日時点
※未開通区間のＩＣ名は仮称

凡　　例

　高規格道路

開通済（４車線以上）

開通済（２車線）

事業中

一般国道 指定区間

令和６年度 防災・減災対策等強化事業推進費 配分（第１回）箇所図 【２／２】

東九州自動車道（道路事業）
・事 業 費：２００百万円

・実施箇所：鹿児島県曽於郡大崎町野方地先
そお ぐん おおさき ちょう のがた
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円）

遠賀川水系穂波川では、遠賀川水系河川整備計画に基づき、洪水氾濫等

による災害から生命、財産を守るため、河道掘削を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

河道掘削を実施することで、地域住民の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

福岡県飯塚市秋松地先

300,000

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災）

河川改修事業（遠賀川水系穂波川）

イイヅカ アキマツ

河道掘削を実施し、洪水による浸水リスクを軽減させる

オンガ ホナミ

300,000 （千円）

写真①

【位置図】
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【平面図】

【断面図】Ａ－Ａ´断面

広域図

浸水想定範囲
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掘削後水位

河道掘削

H.W.L 



埋設護岸の未整備状況写真

推進費施行区間 L=8.6m
埋設護岸工 L=8.6m

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円）

宮崎海岸大炊田地区では、日向灘沿岸海岸保全基本計画に基づき、高潮

等による災害から生命、財産を守るため、 埋設護岸工を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

埋設護岸工を実施することで、地域住民の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

宮崎県宮崎市佐土原町下田島地先

135,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災）

海岸保全施設整備事業（宮崎海岸大炊田地区）

サ ド ワ ラ シモタジマ

埋設護岸工を実施し、高潮等による浸水リスクを軽減させる

オオイダ

135,000 （千円）

写真①

【位置図】

宮崎県
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【平面図】

【断面図】Ａ－Ａ´断面
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埋設護岸の整備状況写真（サンドパック充填後）

ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ
 

埋設護岸
L＝1,600ｍ

写真①

推進費施行区間 L=8.6m
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凡 例

推進費施行箇所赤

施行完了箇所黒



A‘

A

法面対策工A=420m2 

増しフーチングN=１基
深礎杭N=１本

至 野方IC 至 曽於弥五郎IC

被災範囲 L=12.0ｍ

推進費施行区間 L=120.0ｍ

排水構造物工 L=50m

曽於弥五郎IC

至 野方IC

斜面崩壊

推進費
施行区間

至 曽於弥五郎IC

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年9月24日に東九州自動車道で道路法面崩落を確認し、全面通行

止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に防災対策工（増しフーチング等）を行

うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

鹿児島県曽於郡大崎町野方地先

200,000

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業(東九州自動車道)

ソ オ オオサキ ノガタ

200,000

令和５年９月に崖崩れ（道路法面崩落）を確認した箇所に対して、
再度災害防止対策として、増しフーチング等を実施する

写真①

【位置図】

鹿児島県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面【平面図】

写真②
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凡 例

赤 推進費施行箇所

青 当年度施行箇所

写真②

排水施設から
オーバーフローした表流水により

法面崩落が発生

施行箇所

至 北九州市【広域図】
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